
仙北市

防災の集い

とき

ところ

問合せ／総合防災課（田沢湖庁舎）☎43-1115

平成28年度

８月の防災週間の一環として、防災知識の普及・啓発を図る

ことを目的に「仙北市防災の集い」を開催します。

8月6日土 10:00～15:00

仙北市民会館前駐車場（田沢湖生保内）
いろんな車を

見てみよう

災害対策関係車両展示

※展示予定車：軽装甲機動
車、対策本部車、パト
カー、レスキュー車など

体験して
みよう

地震体験、放水体験、

レスキュー体験も

できるよ！

仙
　
市
で
は
、「
指
定
管
理
者
制
度
」
を
活
用

し
て
、
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
効
果

的
・
効
率
的
な
管
理
運
営
を
図
る
た
め
、

「
自
然
ふ
れ
あ
い
温
泉
館
」
に
つ
い
て
指

定
管
理
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
募
集
要
項
の
配
布
や
、
質
問
事
項
の
受

付
な
ど
は
観
光
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。
応

募
を
希
望
さ
れ
る
法
人
そ
の
他
の
団
体
の

皆
さ
ま
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
施
設
名
／
自
然
ふ
れ
あ
い
温
泉
館

●
所
在
地
／
田
沢
湖
生
保
内
字
駒
ヶ
岳
２
‐
16

●
参
加
資
格
／
秋
田
県
内
に
事
業
所
を
有

す
る
法
人
そ
の
他
の
団
体

●
指
定
期
間
／
平
成
29
年
４
月
１
日
～
平

成
34
年
３
月
31
日
（
５
年
間
）

●
募
集
要
項
配
布
・
質
問
受
付
／

　
８
月
31
日
㈬
ま
で

●
現
地
説
明
会
／

 

▼

開
催
日
時
／
８
月
24
日
㈬ 

13
時
～

 

▼

場
所
／
自
然
ふ
れ
あ
い
温
泉
館

　（
ア
ル
パ
こ
ま
く
さ
会
議
室
）

　
田
沢
湖
生
保
内
字
駒
ヶ
岳
２
‐
16

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め

観
光
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
申
請
書
提
出
期
限
／
９
月
16
日
㈮ 

17
時

●
申
請
書
提
出
・
問
合
せ
先
／
観
光
課

　（
中
町
庁
舎
）
☎
（
43
）３
３
５
２

北
市
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
を
募
集
し
ま
す

市
営
住
宅

入
居
者
募
集

●
募
集
期
間
／

　
８
月
１
日
㈪
～
17
日
㈬

●
募
集
住
宅
／

【
松
葉
住
宅
西-

２
０
１（
築
12
年
）
】

 

▼
住
所
／
西
木
町
桧
木
内
字
松
葉
２
４
７-

３

 

▼

規
格
／
集
合
住
宅
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

 

▼

階
数
／
２
階
建
２
階

 

▼

月
額
家
賃
／
３
万
５
０
０
０
円

　（
駐
車
料
金
１
台
分
含
む
）

 

▼

月
額
駐
車
料
金
／
１
０
２
０
円

　（
２
台
目
よ
り
）

【
公
園
南
団
地
３-

４（
築
30
年
）
】

 

▼

住
所
／
田
沢
湖
生
保
内
字
武
蔵
野

　
１
０
５-

８
９
５

 

▼

規
格
／
集
合
住
宅
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

 

▼

階
数
／
３
階
建
３
階

 

▼

月
額
家
賃
／
２
万
１
２
０
０
円

　（
所
得
額
に
よ
る
）

 

▼

月
額
駐
車
料
金
／
な
し

※
月
額
家
賃
の
３
か
月
分
の
敷
金
の
納
付
、
連

帯
保
証
人
が
必
要
と
な
り
ま
す
（
抽
選
日
か

ら
10
日
以
内
）。

※
暖
房
器
具
は
、
湿
気
防
止
の
た
め
、
屋
外
給

排
気
式
（
Ｆ
Ｆ
式
等
）
ま
た
は
電
気
ス
ト
ー

ブ
を
使
用
。

※
申
込
は
１
世
帯
１
戸
限
り
で
す
。

●
入
居
資
格
／
次
の
①
～
⑤
ま
で
の
条
件

に
す
べ
て
あ
て
は
ま
る
こ
と

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
（
婚
姻
の
予
約

者
を
含
む
）

②
入
居
希
望
者
の
月
額
所
得
合
計
が
15
万

　
８
０
０
０
円
以
下
。
た
だ
し
、
小
学

校
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
は

25
万
９
０
０
０
円
以
下
（
松
葉
住
宅
は

所
得
制
限
な
し
）

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
方

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

※
単
身
入
居
の
場
合
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
昭
和
31
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
は
申
込
可
能
等
）。

※
市
外
在
住
の
方
で
も
入
居
可
能
で
す
。

●
申
込
方
法
／
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
必
要
書
類
を
添
え
て
、
募
集
期
間

内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
当
日
必
着
）。

●
提
出
先
・
申
込
書
設
置
場
所
／

　
都
市
整
備
課
（
西
木
庁
舎
）、
田
沢
湖
・

角
館
地
域
セ
ン
タ
ー

●
添
付
書
類
／

①
入
居
希
望
者
全
員
の
市
税
の
滞
納
が
な

い
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の
　
各
１
通

（
学
生
は
除
く
）

②
入
居
希
望
者
全
員
の
平
成
28
年
度
市
県

民
税
課
税
証
明
書
　
各
１
通
（
所
得
・

控
除
・
年
税
額
の
記
載
の
あ
る
も
の
）

③
入
居
希
望
者
の
世
帯
の
住
民
票
謄
本
　

１
通
（
省
略
事
項
の
な
い
も
の
・
婚
姻

予
定
者
等
は
各
１
通
）

④
生
活
保
護
受
給
者
は
、
生
活
保
護
受
給

証
明
書
　
１
通

⑤
単
身
入
居
者
は
、
戸
籍
謄
本
　
１
通

　（
単
身
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
）

⑥
そ
の
他
特
別
な
事
由
の
書
類

●
選
考
方
法
／
応
募
者
多
数
の
場
合
、
書

類
審
査
の
う
え
、
公
開
抽
選
（
申
込
人

に
よ
る
く
じ
引
き
）
を
行
い
ま
す
。

 

▼

抽
選
日
時
／
８
月
24
日
㈬ 

14
時

 

▼

抽
選
場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

２
階 

農
林
研
修
室
（
西
木
庁
舎
）

●
入
居
時
期
／
９
月
１
日
㈭
～

●
問
合
せ
／
都
市
整
備
課
住
宅
公
園
係

　（
西
木
庁
舎
）
☎
（
43
）２
２
９
５

　
市
内
各
地
よ
り
熊
の
目
撃
情
報
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
早
朝
や
夜
間

の
外
出
、
登
下
校
、
農
作
業
の
際
は

十
分
ご
注
意
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　
住
ま
い
の
周
辺
は
見
通
し
が
き
く

よ
う
草
刈
り
を
行
い
、
生
ゴ
ミ
等
は

屋
外
に
放
置
せ
ず
ゴ
ミ
回
収
に
お
出

し
く
だ
さ
い
。

●
熊
出
没
等
の
連
絡
・
問
合
せ
／

　
農
山
村
活
性
課
農
林
整
備
係

　（
西
木
庁
舎
）
☎
（
43
）２
２
０
７

熊
にご

注
意
く
だ
さ
い

　

こ
こ
数
年
、
ま
ち
づ
く
り
の
成
功
事
例
で
話

題
に
上
る
島
根
県
海
士
町
（
あ
ま
ち
ょ
う
）
を

訪
ね
た
。
隠
岐
諸
島
に
位
置
し
、
四
方
が
海
に

囲
ま
れ
た
人
口
２
３
０
０
人
の
小
さ
な
島
だ

が
、
そ
の
１
割
以
上
が
島
外
か
ら
の
移
住
者
だ
。

「
な
ぜ
…
」、
そ
の
秘
策
が
知
り
た
か
っ
た
。

　

最
近
は
産
業
振
興
も
順
調
で
、
漁
業
や
海
産

物
、
和
牛
を
海
士
ブ
ラ
ン
ド
で
売
り
出
し
て
い

る
。
生
徒
減
で
閉
校
直
前
だ
っ
た
高
校
は
、
島

外
か
ら
の
島
留
学
で
生
徒
数
が
増
え
て
い
る
。

「
い
っ
た
い
誰
が
、
ど
ん
な
仕
掛
け
を
し
た
ん

だ
ろ
う
…
」。
強
力
な
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
の
存

在
は
予
想
が
つ
い
た
が
、
山
内
道
雄
町
長
と
お

会
い
し
、
さ
ら
に
３
つ
の
要
素
に
気
が
つ
い
た
。

そ
れ
は
「
よ
そ
者
の
力
」「
島
民
の
郷
土
愛
」「
役

場
職
員
の
や
る
気
」
だ
。

　

海
士
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
出
発
点
は
、
国
の

三
位
一
体
改
革
か
ら
始
ま
っ
た
。
地
方
交
付
税

が
大
幅
に
削
減
さ
れ
、
町
へ
の
事
業
補
助
も
減

少
し
、
も
う
財
政
再
建
団
体
に
転
落
す
る
し
か

な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
。

　

そ
こ
で
山
内
町
長
は
自
ら
の
給
与
削
減
を
決

断
、
追
従
し
て
町
役
場
職
員
も
減
給
を
申
し
出

た
。
こ
れ
を
知
っ
た
島
民
は
、
町
か
ら
の
団
体

補
助
金
を
自
主
返
還
し
、
町
営
バ
ス
の
乗
車
運

賃
は
引
き
上
げ
を
要
望
し
た
。
身
を
削
っ
て
生

み
出
し
た
財
源
は
、
島
外
と
の
交
流
や
地
場
産

業
づ
く
り
に
充
て
ら
れ
た
。
あ
と
一
歩
で
赤
字

団
体
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
町
が
、
ま
ず
交
流

事
業
に
予
算
を
つ
ぎ
込
む
判
断
が
す
ご
い
。「
島

民
目
線
で
や
っ
て
き
て
、
結
果
と
し
て
厳
し
い

現
状
に
な
っ
た
。
部
外
者
の
視
点
が
、
町
の
資

源
を
高
度
活
用
す
る
産
業
づ
く
り
に
貢
献
す
る

と
考
え
た
。
将
来
に
投
資
し
続
け
な
い
と
明
日

が
な
い
」
と
山
内
町
長
は
繰
り
返
し
た
。

　

吉
元
操
総
務
課
長
は
、「
島
人
が
楽
し
く
暮

ら
し
て
い
た
ら
、
外
部
の
人
も
そ
の
輪
の
中
に

入
り
た
く
な
る
の
は
当
た
り
前
。
そ
ん
な
よ
そ

者
と
島
人
、
そ
し
て
町
役
場
が
連
携
す
れ
ば
、

持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
き
っ
と
つ
く
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
自
信
を
の
ぞ
か
せ
た
。

　

島
か
ら
出
る
と
き
、
フ
ェ
リ
ー
の
発
着
場
の

掲
示
板
に
貼
っ
て
あ
っ
た
チ
ラ
シ
に
泣
け
た
。

「
島
前
高
校
ヒ
ト
ツ
ナ
ギ
部
か
ら
、
日
ご
ろ
の

ご
恩
返
し
と
、
も
っ
と
地
域
の
方
々
と
関
わ
り

を
深
め
た
く
て
、
草
取
り
・
障
子
の
張
り
替
え
・

お
掃
除
な
ど
、
若
い
力
で
無
料
奉
仕
！
」
と
書

い
て
あ
っ
た
。
海
士
町
は
そ
ん
な
島
だ
。

※
海
士
町
レ
ポ
ー
ト
は
、
市
長
ブ
ロ
グ
で
４
回
に
渡

り
掲
載
し
て
い
ま
す
。

仙
北
市
長
　
門
脇
　
光
浩

『
よ
そ
者
の
力
～
海
士
町
視
察
か
ら
～
』

No.104

まちづくり
日記
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